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熱中症とは

　「熱中症」とは高温多湿な環境下で、体温調節等が上手くはたらかなくなり、体内に熱がこもった状態を指し

ます。屋外だけでなく室内で何もしていない時でも発症し、場合によっては死亡することもあります。熱中症

による健康被害を防ぎましょう。
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熱中症を予防しましょう

ロこまめな水分補給　ロエアコンの使用　ロ日傘の使用や帽子の着用　ロ通気性の良い衣服の着用

ロ日陰の利用とこまめな休憩　ロ保冷剤、冷たいタオルなどで体を冷やす　　など

予防法

はじめに・・・

ロめまい　ロ立ち眩み　ロ大量の発汗　　など

症状

症状がすすむと・・・
ロ頭痛　ロ嘔吐　ロ虚脱感　　など

ロ涼しい場所へ避難　ロ衣服をゆるめ、体を冷やす　ロ経口補水液を補給

●応急処置をしても症状が改善されない場合には医療機関を受診しましょう。

●自力で水が飲めない、応答がおかしい方を見かけた場合には救急車を呼びましょう！

熱中症警戒アラート発表時には外出をなるべく控え、暑さを避けましょう！

主な応急処置
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に富んだ町政運営でした。まず太陽光発電事業を町も関

与する形で早くから促進し、多くの収益を得てきたとい

うことです。また、ふるさと納税額が約２２３億円を計

上し、特に海産物が人気抜群だそうです。これらは地域

資源を最大限に活用し、決して無理をしていないところ

がすごいと思いました。棚野町長は「常に一歩前に、と

心がけてきた」とおっしゃっていましたが、事業の成功

は工夫を重ねた結果であり、その実行力と努力には頭が

下がる思いでした。

　野木町にもまだ眠っている資源が多々あると思います。

それを呼び覚まして、少しでも町が一歩前に進むように

心がけます。「子育てしやすく住みやすい野木町」を前進

させ、「新たな宝発見！」に向かいます。子供は町の宝で

あることに変わりはありませんが、さらに幸せを感じる

子育てへ、と一歩前に進んでいければと思います。

　一歩前へ

　５月中旬、栃木県内の町長１１人で、北海道白糠町や

鶴居村等を中心に行政視察に行ってきました。こちらよ

り少し肌寒いくらいで、新緑に輝く大自然が謳歌できた

行政視察研修でした。中でも白糠町は、野木町の２６倍

ぐらいの面積を持ちながらも、人口は野木町の約３分の

１程でありましたが、町政運営は民間型経営手法を導入

し、特徴ある展開に成功していて、印象に強く残る自治

体でした。白糠町の棚野町長は全国町村会会長でもあり

ますが、彼の力強いリーダーシップのもと、自然の恵み

を最大限に取り入れた事業展開を町政の基本にしっかり

据えているところに感動した次第です。戦略的で経済性
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